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一
　
緒
言

　

福
岡
県
柳
川
市
大
和
町
鷹
ノ
尾
に
鎮
座
す
る
鷹
尾
神
社
は
、
筑
後
国

一
宮
高
良
大
社
の
別
宮
で
あ
り
、
瀬
高
下
荘
の
鎮
守
で
も
あ
っ
た
。
応

神
天
皇
、
仲
哀
天
皇
、
神
功
皇
后
を
祀
る
。
境
内
は
東
を
正
面
と
し
、

東
端
か
ら
鳥
居
、
神
門
、
拝
殿
及
び
祝
詞
殿
、
そ
し
て
最
奥
に
本
殿
を

一
直
線
に
並
び
建
て
る
。
ま
た
、
境
内
の
北
側
に
は
、
覆
屋
内
に
安
置

さ
れ
た
牛
の
宮
が
あ
る
。

　

現
存
す
る
本
殿
（
図
１
）
は
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
に
造
替
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
建
暦
三
年
（
一
二
一
三
）
の
焼
失
後
、
承
久
元
年

（
一
二
一
九
）
に
再
建
、
遷
宮
さ
れ
た
本
殿
の
用
材
注
文
と
指
図
が
現

存
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
主
た
る
史
料
と
し
て
三
間
社
流
造
、
段
杮
葺

の
本
殿
が
復
元
さ
れ
た（

（
（

。
そ
の
遷
宮
時
の
指
図
を
掲
載
し
た
承
久
元
年

の
「
鷹
尾
社
遷
宮
宝
殿
指
図
并
用
途
直
法
等
注
文（

（
（

」（
以
下
、「
宝
殿
指

承
久
度
鷹
尾
神
社
本
殿
の
神
座

山
　
　
口
　
　
佳
　
　
巳

図
」
と
す
る
）
に
は
、

本
殿
の
室
内
装
束
に
つ

い
て
の
注
文
も
含
ま
れ

て
お
り
、
本
殿
の
建
築

の
み
な
ら
ず
神
座
ま
で

復
元
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
が
、
先
学
に
よ

る
論
考（

（
（

は
な
い
。
そ
こ

で
本
稿
で
は
、
承
久
度

本
殿
の
神
座
に
つ
い
て

復
元
考
察
し
、
そ
の
特

色
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

十
三
世
紀
に
遡
る
神

社
本
殿
及
び
神
座
の
現

図１　鷹尾神社本殿
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後
、
本
殿
を
再
建
す
る
た
め
、
建
保
四
年
（
一
二
一
六
）
に
「
御
宝
殿

造
営
用
材
注
文（

（
（

」（
以
下
、「
用
材
注
文
」
と
す
る
）
が
提
出
さ
れ
、
承

久
元
年
に
遷
宮
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
承
久
度
本
殿
に
つ
い
て
は
、
仁
治

三
年
（
一
二
四
二
）
の
「
高
良
別
宮
神
官
等
申
状（

（1
（

」 

に
、「
昔
宝
殿
及

大
破
、
礎
石
徒
変
苔
下
、
悲
哉
、
今
仮
屋
忽
令
朽
損
甍
不
全
」
と
あ
り
、

当
時
「
仮
屋
」
で
朽
損
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
こ
で
「
仮
屋
」
と
さ
れ

た
の
は
、
部
分
的
に
形
式
を
省
略
し
、
格
式
を
下
げ
て
再
建
を
遂
げ
た

こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。
承
久
再
建
後
は
、
約
二
十
年
間
隔
で
屋

根
の
葺
き
替
え
が
行
わ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

そ
の
後
、
年
紀
未
詳
の
「
鷹
尾
社
造
営
願
案
（
後
欠（

（1
（

）」 

に
お
い
て
、

文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
に
「
神
殿
及
破
壊
候
ニ
付
而
、
古
例
之
通
造

営
之
」
と
あ
り
、
神
殿
（
本
殿
）
が
破
壊
し
た
の
で
古
例
の
通
り
に
造

営
（
再
建
）
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
し
ば
ら
く
本
殿
に
つ

い
て
の
記
録
を
欠
く
が
、
当
地
の
領
主
立
花
宗
茂
の
代
に
再
び
本
殿
が

破
壊
し
た
際
に
、
本
殿
に
加
え
て
楼
門
ほ
か
も
建
立
し
た
と
い
う（

（1
（

。
現

在
の
本
殿
は
、
天
保
四
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（

（1
（

。

（
二
）
現
在
の
本
殿
と
神
座

　

現
在
の
本
殿
は
、
桁
行
三
間
、
梁
間
三
間
に
一
間
の
向
拝
を
付
し
た

三
間
社
入
母
屋
造
、
銅
板
葺
と
す
る
（
図
２
）。
桁
行
三
間
（
中
央
柱

間
六
尺
三
寸
、
両
脇
柱
間
五
尺
四
寸
）、
梁
間
二
間
（
柱
間
五
尺
四
寸
）

を
内
陣
、
そ
の
前
面
一
間
（
柱
間
六
尺
八
寸
）
通
り
を
外
陣
と
す
る
。

内
陣
後
方
に
は
柱
を
立
て
間
仕
切
り
、
そ
の
奥
を
内
々
陣
と
す
る
。
外

陣
正
面
に
は
蔀
を
吊
り
、
そ
の
両
側
面
に
は
片
引
戸
を
建
て
る
。
内
外

存
例
は
極
め
て
少
な
い
。
ま
た
、
古
文
書
等
に
よ
り
神
座
の
古
い
形
式

を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
伊
勢
神
宮
や
賀
茂
御
祖
神
社

（
下
鴨
神
社
）
な
ど
一
部
の
有
力
神
社
に
限
ら
れ
、
当
社
の
よ
う
に
地

方
の
神
社
に
お
け
る
神
座
が
復
元
で
き
る
こ
と
は
珍
し
い
。
し
た
が
っ

て
、
当
社
の
承
久
度
神
座
は
、
鎌
倉
時
代
前
期
に
お
け
る
神
座
、
ま
た

地
方
に
お
け
る
神
座
の
一
形
式
を
示
す
も
の
と
し
て
貴
重
な
例
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
稿
の
一
部
は
、
二
〇
一
五
年
度
広
島
史
学
研
究
会
大
会
に

て
発
表
済
み（

（
（

で
あ
る
。

二
　
鷹
尾
神
社
の
概
要

（
一
）
沿
革

　

鷹
尾
神
社
の
沿
革
に
つ
い
て
は
前
稿（

（
（

に
お
い
て
詳
述
し
た
の
で
、
本

稿
で
は
概
略
の
み
を
記
す
こ
と
に
し
た
い
。

　

当
社
は
、
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
に
勅
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ（

（
（

、

初
見
史
料
で
あ
る
保
元
四
年
（
一
一
五
九
）
の
「
高
良
別
宮
供
下
支
配

注
文（

（
（

」
に
お
い
て
、
す
で
に
「
高
良
別
宮
」
と
さ
れ
る 

。
建
暦
三
年

の
「
鷹
尾
社
焼
失
日
記
（
断
簡（

（
（

）」 

に
よ
る
と
、「
建
暦
三
年
〔
癸
酉
〕

四
月
廿
五
日
〔
丙
申
〕
夜
、大
宮
司
紀
真
大
夫
元
真
被
夜
打
〔
仁
〕
打
、

依
類
火
宮
幷
□
焼
失
了
、
紀
真
太
夫
内
方
被
打
害
焼
失
火
也
」、「
但
御

正
体
ハ
惣
検
校
華
王
房
取
出
参
幡
御
鉾
同
」（〔　

〕
内
は
割
注
。
以
下

同
じ
）
と
あ
り
、
大
宮
司
紀
真
大
夫
元
真
が
夜
討
ち
さ
れ
た
際
、
そ
の

類
火
に
よ
り
宮
が
焼
失
し
た
が
、
御
正
体
（
神
体
）
は
内
陣
装
束
の
幡

や
鉾
と
と
も
に
取
り
出
し
て
無
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
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庇
を
外
陣
と
し
、
身
舎
の
棟
通
り
の
柱
筋
よ
り
奥
は
床
高
を
上
げ
て

内
々
陣
と
す
る（

（1
（

（
図
４
）。
外
陣
正
面
に
は
蔀
を
吊
り
、
向
か
っ
て
左

側
面
に
は
妻
戸
を
建
て
、
右
側
面
は
板
壁
と
す
る
。
内
々
陣
を
含
め
た

内
陣
の
両
側
面
と
背
面
に
は
板
壁
を
嵌
め
る
。内
外
陣
境
、内
陣
と
内
々

陣
境
の
い
ず
れ
に
も
建
具
を
設
け
な
い
。室
内
は
す
べ
て
板
敷
と
す
る
。

陣
境
は
御
簾
を
垂
れ
る
の
み
と
し
、
内
々
陣
を
含
め
た
内
陣
の
側
面
及

び
背
面
は
板
壁
と
す
る
。
内
陣
と
外
陣
は
と
も
に
畳
敷
と
す
る
。
内
々

陣
は
、
各
柱
間
正
面
に
板
扉
を
開
き
、
内
部
は
三
室
に
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
神
の
専
有
空
間
す
な
わ
ち
神
座
と
す
る
。

（
三
）
承
久
度
本
殿
と
神
座

　

承
久
度
本
殿
は
、
桁
行
三
間
（
柱
間
六
尺
二
寸
）、
梁
間
二
間
（
柱

間
五
尺
五
寸
）
の
身
舎
の
正
面
に
一
間
（
柱
間
五
尺
五
寸
）
通
り
の
庇

を
付
し
た
三
間
社
流
造
、
段
杮
葺
と
す
る
（
図
３
）。
身
舎
を
内
陣
、 図２　鷹尾神社本殿平面図（『柳川の社寺建築』Ⅱ所収図を一部改変）

図３　承久度鷹尾神社本殿復元平面図
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三
　
神
座
形
式
と
先
行
研
究

（
一
）
神
座
形
式

　

神
座
と
は
、
神
体
を
安
置
す
る
場
所
を
い
う
。
神
社
本
殿
内
に
設
え

ら
れ
る
神
座
に
限
定
す
る
と
、
御
玉
奈
井
、
御
帳
台
、
宮
殿
（
玉
殿
）

な
ど
が
そ
の
代
表
的
な
形
式
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
御
玉
奈
井
は
、
伊

勢
神
宮
正
殿
の
神
座
形
式
で
、
貞
和
元
年
（
一
三
四
五
）
の
『
貞
和
御

餝
記（

（1
（

』
に
よ
り
そ
の
詳
細
が
知
ら
れ
、
二
脚
の
御
床
（
伊
勢
神
宮
の
場

合
は
、
厚
い
板
の
下
に
棒
状
の
脚
を
付
け
た
低
い
台
座
）
を
並
べ
、
そ

の
上
部
四
隅
に
土
居
（
十
字
に
組
ん
だ
柱
の
土
台
）
を
据
え
、
細
い
柱

を
立
て
、
柱
の
上
部
に
天
井
を
載
せ
、
頂
部
か
ら
御
帷
を
垂
ら
す
も
の

で
あ
る
。
次
に
挙
げ
た
御
帳
台
は
、
内
裏
や
寝
殿
造
の
邸
宅
で
使
わ
れ

た
天
皇
、
皇
后
や
貴
族
な
ど
高
貴
な
人
物
が
使
用
す
る
寝
所
で
あ
っ
た

も
の
を
、
神
座
に
応
用
し
た
も
の（

（1
（

で
あ
る
。
そ
し
て
、
調
度
で
あ
っ
た

御
帳
台
を
建
築
化
し
た
の
が
宮
殿
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
そ
の
ほ
か
、

御
畳
や
御
茵
を
配
す
の
み
の
平
敷
や
、
神
輿
な
ど
の
神
座
形
式
も
あ

る（
（2
（

。

　

詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、本
稿
に
て
復
元
す
る
神
座
は
、「
宝
殿
指
図
」

に
「
御
帳
臺
」
と
明
記
し
て
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
上
記
の
う
ち
御
帳
台

形
式
を
採
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
二
）
先
行
研
究

　

神
社
本
殿
に
は
神
が
常
在
す
る
と
さ
れ
、
神
の
専
有
空
間
を
含
む（

（2
（

た

め
、そ
の
内
部
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

称
さ
れ
た
。
総
柱
と
す
る
こ
と
や
庇
の
垂
木
を
身
舎
庇
境
の
桁
に
掛
け

る
こ
と
な
ど
、
中
世
の
高
良
大
社
本
殿
と
共
通
す
る
特
徴
が
少
な
く
な

く
、
そ
の
影
響
下
で
成
立
し
た
も
の
と
し
て
よ
い
。

内
々
陣
の
床
上
が

神
座
と
な
る
。

　

承
久
度
本
殿

は
、
庇
回
り
に
の

み
縁
を
廻
ら
せ
、

床
高
が
低
く
、
段

杮
葺
と
す
る
な

ど
、
通
常
の
本
殿

を
省
略
し
た
形
式

あ
る
い
は
格
式
を

下
げ
た
形
式
を
呈

す
。
こ
れ
ら
は
、

経
済
的
事
由
に
よ

り
、
焼
失
前
の
本

殿
の
形
式
に
再
建

で
き
な
か
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
、

後
に
「
仮
屋
」
と

図４　承久度鷹尾神社本殿復元梁間断面図
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御
シ
ト
子
三
帖
、
廣
一
尺
六
寸
、
四
方
〔
ニ
〕
同
、
白
色
面
裏
同
、

端
四
方
差
、
廣
一
寸
、
裏
面
色　

赤
面
錦
、
一
疋
宛
引
、
御
半
居

三
帖
〔
端
ハ
青
裏
八
丈
絹
付
、御
帳
臺
中
差
合
〕、御
座
畳
三
帖
〔
一

間
一
帖
宛
、
端
ハ
青
〕、
御
座
下
荒
薦
三
枚
敷
之
、

御
几
帳
云
者
、
臺
差
棟
行
前
二
尺
七
寸
、
左
右
〔
ニ
〕
二
尺
五
寸
、

上
榑
以
目
隠
葺
、
左
右
背
〔
ハ
〕
以
紙
〔
ハ
ル
〕、
御
几
帳
〔
ハ
〕

正
面
左
右
三
方
引
、
長
二
尺
五
寸
、
八
丈
〔
ヲ
〕
四
乃
引
、
面
紫

ス
ソ
コ
、
裏
生
同
、
御
几
帳
ノ
尾
一
間
別
六
筋
、
長
二
尺
五
寸
、

廣
三
寸
〔
ヲ
〕
押
合
〔
テ
〕
ク
ケ
テ
、
正
面
〔
ニ
〕
三
所
付
之
、

三
間
〔
ニ
〕
十
八
筋
同
、
裳
額
唐
絹
纐
纈
三
破
引
、
三
所
皆
以
同
、

大
帳
〔
ハ
〕
三
間
引
遂
、
三
乃
内
〔
上
ノ
一
乃
生
八
丈
、
下
二
乃

唐
絹
纐
纈
〕、
箐
三
間
端
青
、
文
亀
甲
形
ハ
ミ
編
糸
赤
、
一
間
別

十
八
所
編
ゝ
糸
六
両
、
端
一
間
別
四
所
、
表
裏
上
下
編
付
、
皆
差

ク
ゝ
ム
、
廣
二
寸
差
也
、

裳
額
青
色
、
文
〔
ハ
〕
形
ハ
ミ
ノ
マ
ロ
ハ
サ
マ
ニ
ハ
蝶
摺
也
、
ハ

タ
ハ
リ
ハ
八
丈
絹
二
寸
〔
ヲ
〕
出
〔
テ
〕
付
残
、
中
障
子
二
間
上

紙
〔
ヲ
〕
以
〔
ハ
ル
〕、

　
　
（
中
略
）

　
　

此
御
奉
行
之
時
造
畢
、

　

承
久
元
年
〔
歳
次
己
卯
〕
十
二
月
五
日
〔
日
次
丁
卯
〕
亥
時
御

遷
宮
畢
、

　
　
（
以
下
略
）

　

こ
の
文
書
は
、
遷
宮
時
の
本
殿
平
面
を
示
し
た
指
図
（
図
５
）
を
掲

載
す
る
と
と
も
に
、
本
殿
の
柱
間
寸
法
や
一
部
の
材
木
寸
法
、
神
座
を

神
座
に
つ
い
て
の
研
究
は
限
ら
れ
て
お
り
、
史
料
の
豊
富
な
伊
勢
神
宮

正
殿
や
現
存
す
る
一
部
の
宮
殿
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

御
帳
台
形
式
の
神
座（

（2
（

に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
特
に
古
代
、
中
世

に
遡
る
論
考
は
極
め
て
少
な
い
。
本
稿
と
同
様
に
中
世
の
御
帳
台
形
式

の
神
座
を
復
元
的
に
考
察
し
た
論
考
と
し
て
は
、
土
田
充
義
の
「
八
幡

宇
佐
宮
応
永
造
替
の
本
殿（

（2
（

」
中
の
内
殿
及
び
外
殿
の
御
床
（
御
帳
台
）

を
挙
げ
る
の
み
で
あ
る
。
一
方
、
寝
殿
造
等
に
お
け
る
御
帳
台
に
つ
い

て
は
、
小
泉
和
子（

（2
（

や
小
川
光
暘（

（2
（

に
よ
っ
て
そ
の
詳
細
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。

　

寝
殿
造
等
に
お
け
る
御
帳
台
が
神
座
に
応
用
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
形
式
や
変
化
発
展
の
様

相
が
、
寝
殿
造
等
の
御
帳
台
と
全
く
同
じ
な
の
か
、
そ
れ
と
も
神
座
特

有
の
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
、
未
だ
検
証
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。

四
　
復
元
史
料
と
復
元
方
法

（
一
）
復
元
史
料

　

本
稿
に
お
い
て
主
た
る
復
元
史
料
と
な
る
承
久
元
年
の「
宝
殿
指
図
」

を
以
下
に
掲
げ
て
お
く
。

「
宝
殿
指
図
」

　
　
（
前
欠
）

　
　

御
寶
殿
三
間
一
面
廣
庇

　
　
（
平
面
指
図
）

　
　
（
中
略
）
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中
世
に
お
け
る
神
座
と
し
て
の
御
帳
台
に
つ
い
て
、
そ
の
詳
細
を
記

し
た
史
料
と
し
て
は
、
賀
茂
御
祖
神
社
の
仁
治
三
年
「
山
城
賀
茂
御
祖

社
遷
宮
用
途
注
進
状（

（2
（

」（
以
下
、「
賀
茂
社
注
進
状
」
と
す
る
）
と
宇
佐

神
宮
の
応
永
二
十
六
年
（
一
四
一
九
）
造
替
時
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
る
「
御
床
廻
寸
法
書（

（2
（

」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
は
、
す
べ
て
で

は
な
い
も
の
の
御
帳
台
を
構
成
す
る
部
材
の
名
称
と
寸
法
の
記
載
が
あ

り
、
そ
の
形
式
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
寝
殿
造
等

に
お
け
る
御
帳
台
と
基
本
的
な
構
造
は
同
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
寝
殿

造
の
調
度
に
つ
い
て
詳
細
に
記
し
た
平
安
時
代
末
期
頃
の
『
満
佐
須
計

装
束
抄（

（2
（

』
や
久
安
二
年
（
一
一
四
六
）
か
ら
同
三
年
頃
の
『
類
聚
雑
要

抄
』
巻
第
四（

（3
（

（
以
下
、『
類
聚
雑
要
抄
』
と
す
る
）
も
参
考
に
な
る
。

以
上
を
適
宜
参
照
し
な
が
ら
復
元
す
る
。

五
　
復
元
考
察

（
一
）
承
久
度
神
座
の
復
元

　

承
久
度
本
殿
は
、内
陣
後
方
一
間
通
り
の
床
を
高
め
て
内
々
陣
と
し
、

そ
の
上
を
神
座
と
す
る
。
以
下
、「
宝
殿
指
図
」
の
記
述
順
に
、
復
元

し
て
い
く
。

【
座
具
】

御
茵

　
「
宝
殿
指
図
」
に
「
御
シ
ト
子
三
帖
、廣
一
尺
六
寸
、四
方
〔
ニ
〕
同
、

白
色
面
裏
同
、
端
四
方
差
、
廣
一
寸
、
裏
面
色
赤
面
錦
、
一
疋
宛
引
」

と
あ
る
。「
御
シ
ト
子
」
は
御
茵
を
示
す
と
し
て
よ
く
、
三
帖
が
計
上

含
む
室
内
装
束
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
室
内
装
束

の
部
分
を
使
用
す
る
。
な
お
、
建
築
部
材
等
の
員
数
や
寸
法
を
記
し
た

文
書
に
は
、
切
削
等
の
部
材
の
加
工
を
必
要
と
す
る
用
材
注
文
と
、
仕

上
が
り
の
寸
法
を
記
し
た
寸
法
書
が
あ
る（

（2
（

が
、「
宝
殿
指
図
」
は
そ
の

後
者
に
当
た
る
。

（
二
）
復
元
方
法

　

以
上
の
史
料
を
中
心
と
し
て
、
復
元
を
進
め
て
い
く
。
前
述
し
た
よ

う
に
、
承
久
度
神
座
は
御
帳
台
形
式
を
採
る
も
の
と
し
て
よ
い
。
現
在

の
本
殿
は
、
内
陣
奥
に
内
々
陣
を
設
け
、
そ
れ
を
三
室
に
区
画
し
て
神

の
専
有
空
間
と
し
て
お
り
、
承
久
度
本
殿
の
形
式
と
は
異
な
る
。

図５　�「宝殿指図」中の平面指図（写真本『筑後鷹
尾文書』所収図より作成）
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に
「
一
間
一
帖
」
と
明
記
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
柱
間
一
間
に
つ
き
一

帖
、
す
な
わ
ち
柱
間
に
合
わ
せ
て
神
座
が
配
置
さ
れ
る
も
の
と
し
て
よ

い（
（3
（

。
具
体
的
な
寸
法
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
御
帳
台
を
置
く
た
め
の

畳
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
御
帳
台
の
平
面
規
模
と
同
じ
か
少
し
大

き
い
程
度
が
想
定
さ
れ
る
。
端
は
青
色
で
あ
る
。

荒
薦

　

さ
ら
に
、「
御
座
下
荒
薦
三
枚
敷
之
」
と
あ
り
、
御
座
す
な
わ
ち
御

座
畳
の
下
に
荒
薦
（
薦
を
糸
で
編
ん
だ
敷
物
）
を
三
枚
敷
く
こ
と
が
分

か
る
。

　

座
具
は
、
上
に
載
る
も
の
か
ら
順
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
御
茵
、
御

半
居
、
御
座
畳
、
荒
薦
の
四
層
よ
り
成
り
、
御
座
畳
の
上
に
御
帳
台
を

置
き
、御
帳
台
の
内
に
御
半
居
を
配
す
も
の
と
復
元
さ
れ
る
（
図
6
）。

【
御
帳
台
】

御
几
帳
（
御
帳
台
）

　
「
宝
殿
指
図
」に「
御
几（

（3
（

帳
云
者
、臺
差
棟
行
前
二
尺
七
寸
、左
右〔
ニ
〕

二
尺
五
寸
、上
榑
以
目
隠
葺
、左
右
背
〔
ハ
〕
以
紙
〔
ハ
ル
〕」
と
あ
る
。

御
半
居
に
お
い
て
「
御
帳
臺
」
と
明
記
さ
れ
て
以
降
、「
御
帳
臺
」
と

い
う
言
葉
は
出
て
こ
な
い
が
、
こ
こ
に
「
臺
」
と
あ
る
こ
と
、
そ
れ
に

続
け
て
上
部
や
左
右
及
び
背
面
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

御
帳
台
を
示
す
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
ま
た
、
御
帳
台
は
、
土
居
に
細

い
柱
を
立
て
、
そ
の
頂
部
に
長
い
横
材
を
渡
し
て
帳
を
垂
ら
す
几
帳
と

構
造
が
類
似（

（3
（

し
て
お
り
、
こ
の
「
御
几
帳
」
が
御
帳
台
を
示
す
も
の
と

し
て
も
大
過
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、「
宝
殿
指
図
」
に
は
、「
臺
差
棟
行
前
二
尺
七
寸
、
左
右
〔
ニ
〕

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、三
座
が
置
か
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
続
い
て
、

そ
の
寸
法
と
形
状
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、「
廣
一
尺
六
寸
、
四
方
〔
二
〕
同
、
白
色
面
裏
同
」
と
あ
り
、

御
茵
は
一
尺
六
寸
四
方
の
正
方
形
で
あ
り
、「
面
裏
」
す
な
わ
ち
表
裏

と
も
に
白
色
で
あ
る
と
い
う
。「
端
四
方
差
、廣
一
寸
、裏
面
色
赤
面
錦
」

は
、
御
茵
の
四
方
に
は
幅
一
寸
の
端
（
縁
）
を
付
し
、
そ
の
表
裏
は
赤

色
で
、
表
は
錦
と
す
る
と
解
釈
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、「
一
疋
宛
引
」
と
あ
る
の
は
、
三
帖
そ
れ
ぞ
れ
に
長
さ
一
疋

ず
つ
を
使
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

御
半
居

　

御
茵
に
続
け
て
「
御
半
居
三
帖
〔
端
ハ
青
裏
八
丈
絹
付
、
御
帳
臺
中

差
合
〕」
と
あ
る
。「
御
半
居
」
は
御
茵
と
同
様
に
三
帖
、
す
な
わ
ち
一

座
に
つ
き
一
帖
ず
つ
配
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。「
御
帳
臺
中
差
合
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
御
帳
台
の
内
側
に
置
か
れ
る
も
の
と
し
て
よ
い
。

御
帳
台
の
寸
法
に
従
う
た
め
か
、
寸
法
の
記
載
が
な
い
。「
端
ハ
青
裏

八
丈
絹
付
」
か
ら
、
御
半
居
の
端
は
青
色
で
、
裏
に
は
長
さ
八
丈
の
絹

を
付
し
て
い
た
。

　

記
述
さ
れ
た
順
番
か
ら
、
御
茵
の
下
に
敷
か
れ
る
も
の
、
筵
の
類
と

推
察
さ
れ
る
。

御
座
畳

　

御
半
居
の
次
に「
御
座
畳
三
帖〔
一
間
一
帖
宛
、端
ハ
青
〕」と
あ
る
。

「
御
座
畳
」
は
神
座
の
畳
で
あ
り
、
こ
の
一
種
の
み
し
か
挙
げ
ら
れ
て

い
な
い
の
で
、
厚
畳
で
あ
ろ
う
。
御
座
畳
は
、
御
茵
や
御
半
居
と
同
様

に
、
一
座
に
つ
き
一
帖
ず
つ
配
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
割
註
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ぐ
横
材
（
天
井
を
張
る
の
で
、
天
井
縁
に
相
当
す
る
）
が
必
要
で
あ
る

が
、
こ
の
文
書
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
次
に
「
上
榑

以
目
隠
葺
」
と
御
帳
台
上
部
の
記
述
が
続
く
の
で
、
骨
組
の
詳
細
は
省

略
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
省
略
さ
れ
た
の
は
、
一
般
的
な
形
式

と
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ひ
と
ま
ず
、
年
代
の
近
い
賀
茂
御
祖
神
社
の

御
帳
台
や
『
類
聚
雑
要
抄
』
を
参
照
し
、
Ｌ
字
型
の
土
居
を
四
隅
に
据

え
、
土
居
の
端
部
と
角
部
に
細
い
柱
を
立
て
、
柱
の
上
部
に
天
井
縁
を

廻
ら
せ
る
も
の
と
復
元
し
て
お
く
。

　

そ
し
て
、「
上
榑
以
目
隠
葺
」
は
、
通
常
、
格
間
に
天
井
を
張
る
と

こ
ろ
を
「
榑
」
す
な
わ
ち
薄
い
へ
ぎ
板
を
張
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
考

え
ら
れ
、
そ
れ
を
目
隠
葺
と
称
し
て
い
る
。
ま
た
、「
左
右
背
〔
ハ
〕

以
紙
〔
ハ
ル
〕」
と
あ
り
、側
面
及
び
背
面
に
は
紙
を
張
る
と
い
う
（
図

7
）。

御
几
帳
（
御
帷
）

　
「
宝
殿
指
図
」
に
「
御
几
帳
〔
ハ
〕
正
面
左
右
三
方
引
、長
二
尺
五
寸
、

八
丈
〔
ヲ
〕
四
乃
引
、
面
紫
ス
ソ
コ
、
裏
生
同
、（
中
略
）、
裳
額
唐
絹

纐
纈
三
破
引
、
三
所
皆
以
同
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
御
几
帳
」
は

布
状
の
も
の
を
表
し
て
お
り
、
先
に
記
さ
れ
た
御
帳
台
そ
の
も
の
で
は

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。御
帳
台
に
続
け
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

最
後
に
は
「
裳
額
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
御
几
帳
と
い
う
名
称

を
勘
案
す
る
と
、
御
帳
台
の
頂
部
か
ら
垂
ら
す
御
帷（

（3
（

を
示
し
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、「
御
几
帳
〔
ハ
〕
正
面
左
右
三
方
引
、長
二
尺
五
寸
、八
丈
〔
ヲ
〕

四
乃
引
、
面
紫
ス
ソ
コ
、
裏
生
同
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
御
帷
は
、
御

二
尺
五
寸
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
御
帳
台
の
「
棟
行
前（

（3
（

」
す
な
わ
ち
正

面
幅
が
二
尺
七
寸
で
あ
り
、「
左
右
」
す
な
わ
ち
両
側
面
幅
が
二
尺
五

寸
と
い
う
平
面
寸
法
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

通
常
、
御
帳
台
に
は
そ
の
骨
組
と
な
る
土
居
や
柱
、
柱
の
頂
部
を
繋 図６　承久度鷹尾神社本殿座具復元概略図
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帳
台
の
正
面
及
び
両
側
面
の
三
方
に
引
く
こ
と
が
分
か
る
。
長
さ
は
二

尺
五
寸
で
あ
る
。
こ
の
御
帷
の
長
さ
か
ら
御
帳
台
の
高
さ
を
推
定
し
た

い
。
寸
法
が
分
か
っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、「
賀
茂
社
注
進
状
」
と
『
類

聚
雑
要
抄
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
者
は
御
帳
台
の
高
さ
五
尺
二
寸
八
分

（
土
居
の
成
三
寸
、
柱
の
長
さ
四
尺
八
寸
、
天
井
縁
の
成
一
寸
八
分
の

合
計
）
に
御
帷
の
長
さ
六
尺
五
寸
、
後
者
は
御
帳
台
の
高
さ
七
尺
一
寸

（
土
居
の
成
四
寸
と
柱
の
長
さ
六
尺
七
寸
の
合
計
）
に
御
帷
の
長
さ
九

尺
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
比
率
を
参
照
す
る
と
、
承
久
度
御
帳
台
の
高
さ

は
二
尺
程
度
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

　
「
八
丈
〔
ヲ
〕
四
乃
引
」
は
、
通
常
「
八
帖
（
各
）
四
幅
」
な
ど
と

表
記
す
る
こ
と
が
多
い
が
、「
四
幅
」
は
一
幅
の
布
を
四
幅
縫
い
合
わ

せ
た
も
の
で
あ
り
、「
八
帖
」
は
そ
れ
が
八
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意

味
し
て
い
る（

（3
（

。「
面
紫
ス
ソ
コ
、
裏
生
同
」
は
、
そ
の
御
帷
の
表
は
紫

色
で
「
ス
ソ
コ
」
す
な
わ
ち
裾
濃
と
す
る
と
い
う
の
で
、
下
方
を
濃
く

し
て
い
た
こ
と
、
裏
は
「
生
」
す
な
わ
ち
生
絹
と
し
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、「
御
几
帳
ノ
尾
一
間
別
六
筋
、長
二
尺
五
寸
、廣
三
寸
〔
ヲ
〕

押
合
〔
テ
〕
ク
ケ
テ
、
正
面
〔
ニ
〕
三
所
付
之
、
三
間
〔
ニ
〕
十
八
筋

同
」
と
あ
る
の
は
、「
御
几
帳
ノ
尾
」
す
な
わ
ち
野
筋
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
一
間
に
つ
き
六
筋
、
長
さ
二
尺
五
寸
、
広
さ
三
寸
を

（
頂
部
に
お
い
て
）
押
し
合
せ
、
合
計
十
八
筋
と
な
る
と
い
う
。

裳
額

　

御
帷
の
最
後
に
は
「
裳
額
唐
絹
纐
纈
三
破
引
、
三
所
皆
以
同
」
と
あ

り
、
御
帳
台
の
上
方
に
廻
ら
せ
る
裳
額
は
唐
絹
と
し
、
纐
纈
で
文
様
を

図７　承久度鷹尾神社本殿御帳台復元図
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一
間
別
四
所
、
表
裏
上
下
編
付
、
皆
差
ク
ゝ
ム
、
廣
二
寸
差
也
」
か
ら
、

端
は
一
間
に
つ
き
四
所
で
、表
裏
上
下
に
編
み
付
け
る
と
い
う
。
ま
た
、

裳
額
に
つ
い
て
は
、「
青
色
、
文
〔
ハ
〕
形
ハ
ミ
ノ
マ
ロ
ハ
サ
マ
ニ
ハ

蝶
摺
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
青
色
で
、
丸
い
片
喰
の
間
に
蝶
を
摺
っ

た
文
様
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う（

（3
（

。

中
障
子

　

最
後
に
「
中
障
子
二
間
上
紙
〔
ヲ
〕
以
〔
ハ
ル
〕」
と
あ
る
。
単
に
「
障

子
」
と
い
う
と
、
襖
障
子
、
明
障
子
、
衝
立
障
子
が
想
定
さ
れ
る
が
、

こ
の
本
殿
に
は
襖
障
子
や
明
障
子
を
建
て
る
に
相
応
し
い
柱
間
は
な

く
、
衝
立
障
子
と
考
え
て
よ
い
。
本
殿
の
内
々
陣
の
中
で
衝
立
障
子
を

配
す
な
ら
ば
、
神
座
と
神
座
の
間
で
あ
る
。
神
座
間
に
設
け
る
と
い
う

意
味
で
「
中
障
子
」
な
の
で
あ
ろ
う
。
二
間
と
い
う
数
も
一
致
す
る
。

上
紙
を
貼
っ
た
と
い
う
。

（
二
）
承
久
度
神
座
の
構
造
形
式

　

以
上
の
考
察
結
果
に
基
づ
き
、
復
元
さ
れ
た
承
久
度
神
座
（
図
8
・

図
9
）
の
形
式
を
改
め
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

内
々
陣
の
柱
間
に
一
座
ず
つ
神
座
を
安
置
す
る
。
神
座
は
御
帳
台
形

式
を
採
り
、
座
具
、
御
帳
台
、
御
帷
か
ら
成
る
。

　

内
々
陣
の
床
板
上
に
、
座
具
を
設
え
る
。
一
番
下
に
荒
薦
を
敷
き
、

御
座
畳
、
御
半
居
、
御
茵
の
順
に
重
ね
る
。
御
座
畳
の
上
に
御
帳
台
を

置
き
、
御
帳
台
の
中
に
御
半
居
を
配
す
。
御
帳
台
は
、
基
本
的
に
は
一

般
的
な
形
式
と
す
る
が
、
上
部
は
榑
を
重
ね
た
簡
易
的
な
天
井
と
し
、

側
面
及
び
背
面
の
柱
間
に
は
紙
を
張
る
。
ま
た
、
御
帳
台
の
頂
部
か
ら

染
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

【
内
々
陣
の
装
束
】

大
帳

　

御
帷
に
続
い
て
「
大
帳
〔
ハ
〕
三
間
引
遂
、
三
乃
内
〔
上
ノ
一
乃
生

八
丈
、
下
二
乃
唐
絹
纐
纈
〕」
と
あ
る
。
御
帳
台
に
つ
い
て
は
、
裳
額

を
廻
ら
せ
て
完
成
と
み
て
よ
く
、
こ
の
大
帳
以
降
は
、
神
座
が
安
置
さ

れ
る
内
々
陣
の
装
束
を
挙
げ
て
い
る
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。「
三
間
」

と
あ
る
の
で
、
内
々
陣
正
面
三
間
の
御
簾
の
裏
に
付
す
壁
代
の
類
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
。
但
し
、そ
れ
が
「
三
乃
」
す
な
わ
ち
三
幅
で
あ
り
、

上
の
一
幅
は
生
絹
、
下
の
二
幅
は
唐
絹
と
し（

（3
（

、
纐
纈
で
文
様
を
染
め
る

と
い
う
。

箐
（
御
簾
）

　

大
帳
の
次
に
は
、「
箐
三
間
端
青
、
文
亀
甲
形
ハ
ミ
編
糸
赤
、
一
間

別
十
八
所
編
ゝ
糸
六
両
、端
一
間
別
四
所
、表
裏
上
下
編
付
、皆
差
ク
ゝ

ム
、
廣
二
寸
差
也
、
裳
額
青
色
、
文
〔
ハ
〕
形
ハ
ミ
ノ
マ
ロ
ハ
サ
マ
ニ

ハ
蝶
摺
也
、
ハ
タ
ハ
リ
ハ
八
丈
絹
二
寸
〔
ヲ
〕
出
〔
テ
〕
付
残
」
と
あ

る
。
こ
れ
は
、「
箐
」（
簀
）
す
な
わ
ち
御
簾
と
し
て
よ
い
。
先
の
大
帳

が
壁
代
な
ら
ば
、
御
簾
は
そ
の
前
に
掛
か
る
。

　
「
端
青
、
文
亀
甲
形
ハ
ミ
」
は
、
御
簾
の
端
は
青
色
で
、
そ
の
端
に

は
亀
甲
文
様
を
染
め
た
こ
と
が
分
か
る
。「
形
ハ
ミ
」
も
文
様
を
表
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
片
喰
（
カ
タ
バ
ミ
）
と
す
る
な
ら
、
亀
甲
の

中
に
片
喰
を
配
し
た
文
様
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、「
編
糸
赤
、

一
間
別
十
八
所
編
ゝ
糸
六
両
」
は
、
赤
色
の
糸
で
、
一
間
に
つ
き
十
八

所
（
筋
）
編
み
、
そ
の
編
糸
は
六
両
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
端



362

御
帷
と
六
筋
の
野
筋
を
垂
ら
し
、
そ
の
上

部
に
は
裳
額
を
廻
ら
せ
る
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
寸
法
が
明
記
さ
れ
て

い
る
の
は
御
茵
（
一
尺
六
寸
四
方
、
周
囲

に
幅
一
寸
の
端
）
と
御
帳
台
（
正
面
幅
二

尺
七
寸
、
側
面
幅
二
尺
五
寸
）、
御
帷
及

び
野
筋
（
と
も
に
長
さ
二
尺
五
寸
）
で
あ

る
。
御
帷
の
長
さ
か
ら
、
御
帳
台
の
高
さ

は
二
尺
程
度
と
推
定
さ
れ
る
。

　

ま
た
、内
々
陣
正
面
に
は
御
簾
を
掛
け
、

そ
の
後
ろ
に
は
大
帳
（
壁
代
か
）
が
あ
り
、

神
座
間
に
は
中
障
子
と
呼
ば
れ
る
衝
立
障

子
を
配
し
て
い
た
。

六
　�

承
久
度
神
座
の
特
色
と

そ
の
背
景

（
一
）
承
久
度
神
座
の
特
色

　

復
元
さ
れ
た
承
久
度
神
座
は
、
御
帳
台

形
式
と
す
る
。
そ
の
特
徴
的
な
点
と
し
て

は
、
浜
床
が
な
い
こ
と
、
御
座
畳
が
一
帖

で
あ
る
こ
と
、
榑
を
重
ね
た
天
井
と
す
る

こ
と
、
両
側
面
及
び
背
面
の
柱
間
に
紙
を

張
る
こ
と
、
御
帷
は
正
面
及
び
両
側
面
に

図８　承久度鷹尾神社本殿内々陣復元平面図

図９　承久度鷹尾神社本殿内々陣復元桁行断面図
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い
こ
と
が
分
か
る
。
小
規
模
な
御
帳
台
で
あ
る
た
め
、
御
座
畳
を
一
帖

と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
天
井
も
特
徴
的
で
あ
る
。
寝
殿
造
等
の
御
帳
台
で
は
、
天
井

縁
を
組
み
、
格
間
を
明
障
子
で
覆
う
の
に
対
し
、
神
座
と
し
て
の
御
帳

台
で
は
、
格
間
に
板
を
張
る（

（4
（

の
を
典
型
と
す
る
。
承
久
度
神
座
の
天
井

は
、
板
で
は
な
く
榑
と
し
、
通
常
よ
り
も
低
級
な
も
の
と
し
て
よ
い
。

　

そ
し
て
、
特
筆
す
べ
き
は
、
承
久
度
神
座
に
お
い
て
両
側
面
及
び
背

面
の
柱
間
に
紙
を
張
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
に
挙
げ
た
神
座
と

し
て
の
御
帳
台
の
例
に
お
い
て
は
見
ら
れ
な
い
特
色
で
あ
る（

（4
（

。
そ
こ

で
、
寝
殿
造
等
の
御
帳
台
を
参
照
す
る
と
、
一
般
的
な
帷
で
囲
う
「
帷

帳
」
の
ほ
か
に
、
柱
間
に
襖
障
子
を
立
て
た
「
障
子
帳
」
が
あ
る（

（4
（

。
障

子
帳
の
御
帳
台
は
、
十
一
世
紀
後
期
頃
か
ら
見
ら
れ
、
十
二
世
紀
末
期

頃
に
は
帷
帳
を
凌
駕
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る（

（4
（

。
承
久
度
神
座
は
、

形
式
と
し
て
は
帷
帳
で
あ
る
が
、
そ
の
柱
間
に
紙
を
張
る
。
紙
を
張
る

こ
と
で
御
神
体
を
よ
り
一
層
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
も
ち
ろ
ん

で
あ
る
が
、
帷
帳
か
ら
障
子
帳
へ
の
過
渡
期
の
形
態
を
示
す
も
の
で
あ

る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
御
帷
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
と
、
四
方
に
廻
ら
せ
る
の
が

本
来
の
形
式
で
あ
る
が
、
承
久
度
神
座
で
は
、
背
面
を
除
く
三
方
に
の

み
廻
ら
せ
る
。
こ
れ
は
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
よ
い
。
寝
殿
造
等

の
御
帳
台
に
お
い
て
も
、
全
体
に
廻
ら
せ
て
い
た
帷
が
次
第
に
正
面
に

だ
け
垂
ら
す
よ
う
に
な
る
と
さ
れ
て
お
り（

（4
（

、
神
座
に
お
い
て
も
同
様
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

廻
ら
せ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
浜
床
に
注
目
し
た
い
。
御
帳
台
の
浜
床
は
、
奈
良
時
代
ま
で

の
御
床
が
日
本
化
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
平
安
時
代
に
な
る

と
皇
后
が
使
用
す
る
場
合
に
設
け
ら
れ
、
そ
れ
以
外
で
は
次
第
に
省
略

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る（

（3
（

が
、
神
座
と
し
て
の
御
帳
台
に

は
基
本
的
に
浜
床
が
設
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ほ
ぼ
同

時
代
の
仁
治
度
賀
茂
御
祖
神
社
本
殿
の
御
帳
台
、
応
永
度
宇
佐
神
宮
本

殿
第
一
殿
の
御
床
の
い
ず
れ
に
も
浜
床
が
確
認
さ
れ
る（

（4
（

。
ま
た
、
江
戸

時
代
に
作
ら
れ
た
住
吉
大
社
本
殿
と
賀
茂
別
雷
神
社
（
上
賀
茂
神
社
）

本
殿
の
御
帳
台
に
も
浜
床
が
あ
る
。
浜
床
は
、
神
座
を
本
殿
の
床
高
よ

り
も
一
段
高
め
る
も
の
で
あ
り
、
承
久
度
神
座
に
お
い
て
浜
床
が
な
い

の
は
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
よ
い
。
承
久
度
本
殿
は
、
内
陣
後
方

一
間
通
り
の
床
高
を
上
げ
て
、
神
座
の
位
置
を
高
め
て
い
る
。
そ
れ
が

浜
床
を
設
け
た
場
合
と
同
様
の
機
能
を
果
た
し
て
お
り
、
浜
床
の
建
築

化
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

次
に
、
御
座
畳
に
つ
い
て
で
あ
る
。
寝
殿
造
等
の
御
帳
台
、
神
座
と

し
て
の
御
帳
台
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
御
座
畳
は
通
常
二
帖
で
一
組

と
す
る（

（4
（

が
、
承
久
度
神
座
に
お
い
て
は
一
帖
と
す
る
。
畳
の
大
き
さ
を

見
る
と
、「
賀
茂
社
注
進
状
」
に
は
、「
長
各
七
尺
五
寸
、
弘
各
三
尺
五

寸
」
が
二
帖
、「
長
各
五
枚マ

マ

二
寸
、弘
各
三
尺
八
寸
」
が
二
帖
（
二
基
分
）、

『
類
聚
雑
要
抄
』
に
は
、「
長
八
尺
三
寸
、
弘
四
尺
一
寸
四
分
」
が
二
帖

で
あ
る
。「
宝
殿
指
図
」に
御
座
畳
の
大
き
さ
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

御
帳
台
の
正
面
幅
二
尺
七
寸
、
側
面
幅
二
尺
五
寸
を
大
き
く
超
え
る
も

の
で
は
な
い
と
し
て
よ
く
、
承
久
度
神
座
は
先
の
二
例
に
比
し
て
小
さ
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（
三
）
高
良
大
社
本
殿
の
神
座
の
影
響

　

承
久
度
本
殿
に
つ
い
て
は
、
本
社
に
相
当
す
る
高
良
大
社
本
殿
と
共

通
す
る
特
徴
が
散
見
さ
れ（

（4
（

、
そ
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
た
。
但
し
、
中
世
の
高
良
大
社
本
殿
に
つ
い
て
、
そ
の
構
造
形

式
が
分
か
る
の
は
、『
高
良
玉
垂
宮
神
秘
書（

（4
（

』
に
記
さ
れ
た
天
文
十
四

年
（
一
五
四
五
）
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
つ
い
て

は
判
然
と
し
な
い
。
一
方
、
本
殿
の
室
内
装
束
に
つ
い
て
は
、
も
う
少

し
古
い
記
録
が
あ
る
。

　
『
表
白
集（

（5
（

』
に
は
、
文
治
四
年
（
一
一
八
八
）
に
「
御
帳
一
面
、
染

綾
二
疋
、
師
子
形
二
疋
、
已
上
爲
添
新
殿
荘
厳
新
所
造
進
也
」
と
あ
り
、

新
殿
（
新
し
い
本
殿
）
の
荘
厳
に
添
え
る
た
め
に
御
帳
、
染
綾
、
獅
子

形
を
新
た
に
造
っ
た
と
い
う
。「
御
帳
」
は
、
御
帳
台
そ
の
も
の
を
示

す
場
合
も
あ
れ
ば
、
単
に
帳
を
示
す
場
合
も
あ
る
。
も
し
御
帳
台
を
示

す
も
の
で
あ
れ
ば
、
本
社
と
別
宮
は
と
も
に
神
座
を
御
帳
台
と
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
文
面
か
ら
の
み
で
そ
の
い
ず
れ
か
を
判
断
す

る
の
は
難
し
い
。

　

な
お
、
天
文
十
四
年
に
再
建
さ
れ
た
本
殿
の
神
座
に
つ
い
て
は
、『
高

良
玉
垂
宮
神
秘
書
』
第
二
七
〇
条
に
「
御
ツ
シ
ノ
寸
ホ
ウ
」（
御
厨
子

の
寸
法
）
と
し
て
、「
一
、四
方
三
尺
一
寸
、
高
三
尺
三
寸
、
ハ
ラ
ヒ
テ

六
寸
、
マ
ス
カ
タ
七
寸
、
高
三
寸
、
ノ
キ
四
寸
ナ
リ
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
神
座
は
厨
子
す
な
わ
ち
宮
殿
の
形
式
を
採
り
、
平
面
は
三
尺

一
寸
四
方
に
高
さ
三
尺
三
寸
、「
マ
ス
カ
タ
」（
斗
形
）
す
な
わ
ち
組
物

が
使
わ
れ
、「
ノ
キ
」（
軒
）
の
出
を
四
寸
と
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
し
て
、「
ハ
ラ
ヒ
テ
」
は
蕨
手
と
し
て
よ
く
、
屋
根
に
蕨
手
（
先
端

（
二
）
略
式
の
神
座

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
承
久
度
神
座
は
一
般
的
な
御
帳
台
を
部
分
的

に
略
式
と
す
る
も
の
と
し
て
よ
い
。そ
こ
で
、こ
の
よ
う
な
形
式
と
な
っ

た
背
景
を
推
察
し
た
い
。

　

承
久
度
本
殿
は
、
部
分
的
に
形
式
を
省
略
し
、
格
式
を
下
げ
て
再
建

さ
れ
て
お
り
、
往
時
当
社
は
経
済
的
に
困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
神
座
で
あ
る
御
帳
台
を
部
分
的
に
略
式
と
す
る

こ
と
と
な
っ
た
第
一
の
要
因
と
し
て
よ
い
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
神
座
の
規
模
も
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
本
殿
内

陣
後
方
の
床
を
高
め
、
そ
こ
に
三
基
の
御
帳
台
を
安
置
し
て
お
り
、
各

御
帳
台
は
比
較
的
小
さ
い
。
有
力
神
社
の
御
帳
台
の
半
分
程
度
の
規
模

し
か
な
い
。
御
座
畳
を
例
に
と
る
と
、
小
さ
い
が
故
に
正
式
な
二
帖
一

組
で
は
な
く
、
一
帖
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
中
世
に
お
い
て
御
帳
台
が
変
容
し
て
い
く
過
渡
期
の
一
形
態

を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
内
々
陣
の
床
高
と
浜
床
の

省
略
は
関
係
し
て
い
る
と
し
て
よ
く
、
床
高
を
高
め
た
内
々
陣
は
浜
床

の
後
継
で
あ
り
、
建
築
化
さ
れ
た
浜
床
と
解
釈
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
両
側
面
及
び
背
面
の
柱
間
に
紙
を
張
る
こ
と
は
、
障
子
帳
の
影

響
が
考
え
ら
れ
、
御
帷
が
背
面
を
除
く
三
方
に
の
み
廻
ら
さ
れ
る
こ
と

は
、
簡
略
化
の
表
れ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
具
体
的
な
変
容
の
様
相
は

異
な
る
が
、
寝
殿
造
等
に
お
け
る
御
帳
台
の
建
築
化（

（4
（

や
簡
略
化
が
、
神

座
と
し
て
の
御
帳
台
で
も
見
ら
れ
る
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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神
宮
正
殿
や
現
存
す
る
宮
殿
を
除
い
て
、
神
社
本
殿
の
神
座
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
神
社
に
関
す
る
記

録
の
中
に
は
神
座
を
含
め
た
室
内
装
束
に
つ
い
て
の
記
録
が
散
見
さ

れ
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
復
元
的
に
考
察
す
る
こ
と
で
、
神
社
本
殿
及

び
そ
の
内
部
の
荘
厳
、
神
座
の
特
質
や
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。
本
稿
は
そ
の
足
掛
か
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
神
社
建
築
史
の
み
な
ら
ず
、
神
道
史
、
住
宅
史
の
各
分
野
の
研
究

の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註（
1
）　

詳
し
く
は
、
山
口
佳
巳
「
承
久
度
鷹
尾
神
社
本
殿
」（『
日
本
建
築
学

会
計
画
系
論
文
集
』
第
七
七
巻
第
六
七
九
号
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照

さ
れ
た
い
。

　
（
2
）　
「
鷹
尾
社
遷
宮
宝
殿
指
図
并
用
途
直
法
等
注
文
」（
鷹
尾
家
文
書
〈
遷

宮
祭
礼
関
係
文
書
写
の
部
〉
一
四
、
熊
本
中
世
史
研
究
会
編
『
筑
後
鷹

尾
文
書
』
青
潮
社
、
一
九
七
四
年
、
所
収
）。
本
稿
に
お
い
て
、
鷹
尾

神
社
に
関
す
る
す
べ
て
の
文
書
番
号
は
、
熊
本
中
世
史
研
究
会
編
『
筑

後
鷹
尾
文
書
』（
以
下
、活
字
本
『
筑
後
鷹
尾
文
書
』
と
す
る
）
に
よ
る
。

ま
た
、
柳
川
古
文
書
館
編
『
筑
後
鷹
尾
文
書
』（
福
岡
県
地
方
史
研
究

連
絡
協
議
会
、
一
九
九
五
年
。
以
下
、
写
真
本
『
筑
後
鷹
尾
文
書
』
と

す
る
）
に
は
そ
の
文
書
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
（
3
）　

鷹
尾
神
社
本
殿
の
建
築
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
正
彦
「
鷹
尾
神
社
本
殿

に
つ
い
て
―
承
久
元
年
再
建
時
の
指
図
よ
り
―
」（『
日
本
建
築
学
会
大

会
学
術
講
演
梗
概
集
』
一
九
七
七
年
）
と
永
井
規
男
「
鷹
尾
神
社
承
久

再
建
本
殿
の
建
築
構
成
に
つ
い
て
」（『
技
苑
』第
四
八
号
、一
九
八
六
年
）

の
二
論
文
が
あ
る
が
、
神
座
を
含
む
室
内
装
束
に
つ
い
て
の
言
及
は
な

を
蕨
の
よ
う
に
巻
い
た
部
材
）が
付
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

『
宮
寺
縁
事
抄
』
第
十
一（

（5
（

に
お
け
る
文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）
遷
宮

時
に
確
認
さ
れ
た
本
殿
内
の
「
小
神
殿
」（
厨
子
）
は
、「
寶
形
作
〔
ニ

ハ
〕
ア
ラ
ス
、
小
棟
ア
リ
」
す
な
わ
ち
屋
根
を
入
母
屋
造
も
し
く
は
寄

棟
造
と
し
て
い
た
と
い
う（

（5
（

。
さ
ら
に
、「
此
舊
記
ニ
不
違
也
」
と
あ
り
、

古
く
か
ら
厨
子
の
形
式
を
採
っ
て
い
た
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。

　

鷹
尾
神
社
本
殿
の
神
座
が
い
つ
ま
で
御
帳
台
の
形
式
を
採
っ
て
い
た

か
は
不
詳
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
再
建
さ
れ
た
現
在
の
本
殿
は
、
内

陣
後
方
に
板
扉
を
建
て
、そ
の
奥
を
三
室
に
区
画
し
た
内
々
陣
と
す
る
。

古
く
は
不
詳
で
あ
る
が
、
中
世
後
期
に
お
い
て
は
本
社
と
別
宮
で
異
な

る
神
座
の
形
式
を
採
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

七
　
結
語

　

復
元
考
察
の
結
果
、
承
久
度
神
座
は
一
般
的
な
御
帳
台
を
部
分
的
に

略
式
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
往
時
当
社
が
経
済
的
に
困
難

な
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
、
神
座
の
規
模
が
小
さ
い
こ
と
に
加
え
、
御
帳

台
が
変
容
し
て
い
く
過
渡
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
影
響
し
た
も
の
と
推
察

さ
れ
た
。
同
時
に
、
寝
殿
造
等
に
お
け
る
御
帳
台
の
建
築
化
や
簡
略
化

が
、
神
座
と
し
て
の
御
帳
台
で
も
同
様
に
見
ら
れ
る
こ
と
も
明
ら
か
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
鎌
倉
時
代
は
神
社
本
殿
の
み
な
ら
ず
神
座
で
あ
る
御
帳
台
そ

の
も
の
も
変
容
し
て
い
く
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
伊
勢
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（
18
）　

宮
地
直
一
、佐
伯
有
義
監
修
『
神
道
大
事
典
（
縮
刷
版
）』（
臨
川
書
店
、

一
九
八
六
年
）
や
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編
『
神
道
事
典
』（
弘

文
堂
、
一
九
九
四
年
）
等
に
よ
る
。

　
（
19
）　

山
田
岳
晴
「
神
社
玉
殿
の
起
源
と
特
質
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

研
究
報
告
』
第
一
四
八
集
、
二
〇
〇
八
年
）
に
よ
る
。

　
（
20
）　

現
在
の
神
座
の
種
類
に
つ
い
て
は
、八
束
清
貫『
神
社
有
職
故
実
』（
神

社
本
庁
、
二
〇
〇
二
年
）、
手
塚
道
男
『
神
社
有
職
故
実
図
絵
』（
宗
教

文
化
研
究
所
、
一
九
六
五
年
）
等
が
参
照
さ
れ
る
。

　
（
21
）　

三
浦
正
幸『
神
社
の
本
殿　

建
築
に
み
る
神
の
空
間
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
三
年
）
に
よ
る
。

　
（
22
）　

文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
に
遷
宮
さ
れ
た
住
吉
大
社
本
殿
に
安
置
さ

れ
て
い
た
御
帳
台
（
本
来
は
摂
社
大
海
神
社
の
神
座
）
が
佐
川
記
念
神

道
博
物
館
（
伊
勢
市
所
在
）
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
使
用
さ
れ

た
御
帳
台
を
公
開
し
て
い
る
貴
重
な
例
で
あ
る
。
ま
た
、
賀
茂
別
雷
神

社
の
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
御
帳
台
が
、
二
〇
一
六
年
の
式
年
遷
宮
に

合
わ
せ
て
限
定
的
に
特
別
公
開
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
。

　
（
23
）　

土
田
充
義
「
八
幡
宇
佐
宮
応
永
造
替
の
本
殿
」（『
日
本
建
築
学
会
論

文
報
告
集
』
第
二
一
一
号
、
一
九
七
三
年
）

　
（
24
）　

小
泉
和
子
『
家
具
と
室
内
意
匠
の
文
化
史
』（
法
政
大
学
出
版
局
、

一
九
七
九
年
）
や
同
「
絵
巻
物
に
み
る
中
世
住
宅
の
寝
場
所
」（
小
泉

和
子
、
玉
井
哲
雄
、
黒
田
日
出
男
編
『
絵
巻
物
の
建
築
を
読
む
』
東
京

大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
、
所
収
）、
同
「
家
具
と
道
具
」（
小
泉
和

子
編
『
生
活
文
化
史
』
新
体
系
日
本
史
一
四
、
山
川
出
版
社
、

二
〇
一
四
年
、
所
収
）
な
ど
。

　
（
25
）　

小
川
光
暘
『
昔
か
ら
あ
っ
た
日
本
の
ベ
ッ
ド
―
日
本
の
寝
具
史
―
』

（Edition W
acoal

、
一
九
九
〇
年
）
や
同
『
寝
所
と
寝
具
』（
雄
山
閣
、

二
〇
一
六
年
）
な
ど
。

　
（
26
）　

承
久
度
鷹
尾
神
社
に
つ
い
て
は
、
建
保
四
年
（
一
二
一
六
）
の
「
用

い
。

　
（
4
）　

二
〇
一
五
年
度
広
島
史
学
研
究
会
大
会
に
て
「
承
久
度
鷹
尾
神
社
本

殿
の
室
内
装
束
に
つ
い
て
」（『
史
學
研
究
』第
二
八
九
号
、二
〇
一
五
年
、

発
表
要
旨
掲
載
）
と
題
し
て
発
表
し
た
。

　
（
5
）　

註
1
論
文
参
照
。

　
（
6
）　

活
字
本
『
筑
後
鷹
尾
文
書
』（
註
2
）
に
よ
る
。

　
（
7
）　
「
高
良
別
宮
供
下
支
配
注
文
」
鷹
尾
家
文
書
（
遷
宮
祭
礼
関
係
文
書

写
の
部
）
一
。
こ
の
文
書
は
、
二
通
よ
り
成
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
保

元
四
年
（
一
一
五
九
）
と
承
安
三
年
（
一
一
七
三
）
の
年
紀
が
あ
る
。

　
（
8
）　
「
鷹
尾
社
焼
失
日
記
（
断
簡
）」
鷹
尾
家
文
書
（
遷
宮
祭
礼
関
係
文
書

写
の
部
）
一
〇
。

　
（
9
）　
「
御
宝
殿
造
営
用
材
注
文
」
鷹
尾
家
文
書
（
遷
宮
祭
礼
関
係
文
書
写

の
部
）
一
二
。

　
（
10
）　
「
高
良
別
宮
神
官
等
申
状
」
鷹
尾
家
文
書
（
一
紙
文
書
の
部
）
一
三
。

　
（
11
）　

註
1
論
文
参
照
。

　
（
12
）　

仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）、
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
か
ら
文
永
二

年（
一
二
六
五
）、弘
安
八
年（
一
二
八
五
）か
ら
正
応
五
年（
一
二
九
二
）

に
修
理
が
行
わ
れ
て
い
る
（
註
1
論
文
参
照
）。

　
（
13
）　
「
鷹
尾
社
造
営
願
案
（
後
欠
）」
鷹
尾
家
文
書
（
一
紙
文
書
の
部
）

七
六
。

　
（
14
）　
「
鷹
尾
社
造
営
願
案
（
後
欠
）」（
註
13
）
に
よ
る
。

　
（
15
）　

柳
川
藩
記
録
に
よ
る
（
柳
川
市
史
編
集
委
員
会
編
『
柳
川
の
社
寺
建

築
』
Ⅱ
、
柳
川
市
、
二
〇
一
一
年
）。

　
（
16
）　

承
久
度
本
殿
の
内
々
陣
は
床
高
を
上
げ
る
の
み
で
祭
壇
的
で
あ
る

が
、
そ
の
正
面
上
部
に
内
法
長
押
を
廻
ら
せ
御
簾
を
掛
け
て
境
と
す
る

た
め
、
本
稿
で
は
内
々
陣
と
し
て
お
く
。

　
（
17
）　
『
貞
和
御
餝
記
』（『
新
校
羣
書
類
従
』
第
一
巻
、
内
外
書
籍
、

一
九
三
一
年
、
所
収
）
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文
書
一
八
七
九
号
、『
広
島
県
史
』
古
代
中
世
資
料
編
Ⅱ
、
広
島
県
、

一
九
七
六
年
、
所
収
）
を
見
る
と
、
柱
間
に
合
わ
せ
て
玉
殿
が
配
置
さ

れ
て
い
る
様
子
が
分
か
る
。

　
（
32
）　

こ
の
文
書
に
お
い
て
「
几
」
は
「
巾
偏
に
几
」
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、

常
用
漢
字
に
な
い
た
め
、本
稿
に
お
い
て
は「
几
」と
表
記
し
た
。
な
お
、

「
巾
偏
に
几
」
は
当
社
の
み
な
ら
ず
、
宇
佐
神
宮
文
書
等
に
も
見
ら
れ

る
表
記
で
あ
る
。

　
（
33
）　
『
石
清
水
八
幡
宮
記
録
』（
石
清
水
八
幡
宮
社
務
所
編
『
石
清
水
八
幡

宮
史
』
一
九
三
二
年
、
所
収
）
に
よ
る
と
、
石
清
水
八
幡
宮
本
殿
の
神

座
は
、
四
隅
に
極
め
て
細
い
柱
を
立
て
、
柱
上
に
端
部
を
井
桁
状
に
組

ん
だ
細
い
横
材
を
渡
し
、
そ
の
横
材
か
ら
帳
を
垂
ら
す
。
天
井
が
な
く
、

几
帳
を
四
方
に
立
て
た
よ
う
な
構
造
と
す
る
。

　
（
34
）　
「
棟
行
」
は
、
本
殿
の
棟
が
通
る
方
向
を
示
す
か
、
も
し
く
は
御
帳

台
の
長
手
方
向
を
示
す
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も

同
じ
方
向
と
な
る
の
で
、
問
題
は
な
い
。

　
（
35
）　

御
帳
台
の
頂
部
に
掛
け
、
下
方
に
垂
ら
す
も
の
に
つ
い
て
は
、「
帳
」

や
「
帷
」、「
帳
帷
」
な
ど
と
称
さ
れ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
こ
の
文
書

に
記
さ
れ
た
と
お
り
「
几
帳
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
一
般
的
な
名
称

で
は
な
く
、
混
乱
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、『
満

佐
須
計
装
束
抄
』（
註
29
）
や
『
類
聚
雑
要
抄
』（
註
30
）
を
参
照
し
、「
帷
」

（
敬
称
が
付
く
の
で
「
御
帷
」）
を
用
い
る
も
の
と
す
る
。

　
（
36
）　
『
満
佐
須
計
装
束
抄
』（
註
29
）
を
参
照
す
る
と
、
一
基
に
つ
き
帷
八

帖
を
使
い
、
四
面
に
廻
ら
せ
る
。
し
か
し
、
承
久
度
御
帳
台
の
場
合
、

背
面
側
を
除
い
た
三
方
に
御
帷
を
掛
け
る
が
、
一
基
に
つ
き
八
帖
で
は

余
る
し
、
三
基
分
だ
と
す
る
と
均
等
に
配
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
具
体
的
な
御
帷
の
廻
ら
せ
方
は
判
然
と
し
な
い
。

　
（
37
）　

こ
の
上
下
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
。

　
（
38
）　
「
ハ
タ
ハ
リ
ハ
八
丈
絹
二
寸
〔
ヲ
〕
出
〔
テ
〕
付
残
」
の
「
ハ
タ
ハ
リ
」

材
注
文
」（
註
9
）
と
こ
の
承
久
元
年
（
一
二
一
九
）
の
「
宝
殿
指
図
」（
註

2
）
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
本
殿
の
再
建
、
遷
宮
に
関
わ
る

文
書
で
あ
る
が
、
両
者
の
材
木
寸
法
は
異
な
る
。
列
挙
さ
れ
た
材
木
寸

法
を
比
較
す
る
と
、
前
者
の
方
が
や
や
長
い
こ
と
か
ら
、「
用
材
注
文
」

は
部
材
の
加
工
を
必
要
と
す
る
用
材
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、「
宝
殿

指
図
」
は
仕
上
が
り
の
寸
法
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
（
27
）　
「
山
城
賀
茂
御
祖
社
遷
宮
用
途
注
進
状
」（
文
書
番
号
六
〇
二
九
、
山

城
林
康
徳
氏
所
蔵
文
書
、『
鎌
倉
遺
文
』
古
文
書
編
第
八
巻
、
東
京
堂

出
版
、
一
九
七
五
年
、
所
収
）。
賀
茂
御
祖
神
社
が
仁
治
三
年
に
遷
宮

し
た
際
の
遷
宮
用
途
注
文
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、「
神
殿
内
庫
御
装
束

御
調
度
等
」
の
中
に
御
帳
台
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
各
部
材
の
名
称
と

員
数
、
寸
法
が
記
載
さ
れ
る
。
ま
た
、
座
具
に
つ
い
て
も
寸
法
と
形
状

が
記
さ
れ
て
お
り
、
有
力
神
社
に
設
え
ら
れ
た
御
帳
台
形
式
の
神
座
を

知
る
上
で
、
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
復
元
さ
れ
る
御
帳
台
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
稿
を
改
め
た
い
。

　
（
28
）　
「
御
床
廻
寸
法
書
」（
小
山
田
文
書
八
九
、大
分
県
史
料
刊
行
会
編
『
大

分
県
史
料
』
第
七
、
大
分
県
立
教
育
研
究
所
、
一
九
五
三
年
、
所
収
）。

宇
佐
神
宮
の
御
床
は
御
帳
台
形
式
を
採
る
。
土
田
充
義
に
よ
り
復
元
さ

れ
て
い
る
（
詳
し
く
は
註
23
論
文
参
照
）。

　
（
29
）　
『
満
佐
須
計
装
束
抄
』
は
『
雅
亮
装
束
抄
』
と
も
い
う
。『
新
校
羣
書

類
従
』
第
五
巻
、
内
外
書
籍
、
一
九
三
二
年
、
所
収
。

　
（
30
）　
『
類
聚
雑
要
抄
』（『
新
校
羣
書
類
従
』
第
二
十
巻
、
内
外
書
籍
、

一
九
二
九
年
、
所
収
）。
な
お
、『
類
聚
雑
要
抄
』
の
編
纂
年
に
つ
い
て

は
川
本
重
雄
「『
類
聚
雑
要
抄
』
の
編
者
と
そ
の
編
纂
時
期
」（『
日
本

建
築
学
会
学
術
講
演
梗
概
集
』〈
北
陸
〉、一
九
九
二
年
）
を
参
照
し
た
。

　
（
31
）　

一
棟
の
本
殿
に
複
数
の
神
座
を
並
べ
る
場
合
、
柱
間
に
関
係
な
く
神

座
を
配
す
場
合
と
、
柱
間
に
合
わ
せ
て
神
座
を
配
す
場
合
が
あ
る
。
厳

島
神
社
本
殿
の
平
面
を
示
し
た
古
図
「
厳
島
本
宮
殿
図
」（
厳
島
野
坂
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（
一
六
四
六
）
に
成
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
（『
高
良
玉
垂
宮
神
秘
書
同

紙
背
』
研
究
篇
に
よ
る
）。

　
（
50
）　
『
表
白
集
』（『
福
岡
縣
史
資
料
』
第
八
輯
、
福
岡
県
、
一
九
三
七
年
、

所
収
）

　
（
51
）　
『
宮
寺
縁
事
抄
』
第
十
一
（『
石
清
水
文
書
之
五
』
大
日
本
古
文
書
家

わ
け
第
四
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
掛
、
一
九
一
三
年
、
所
収
）

　
（
52
）　

三
浦
正
幸
「
高
良
大
社
本
殿
」（『
四
面
庇
系
平
面
の
神
社
本
殿
の
研

究
』
私
家
版
〈
東
京
大
学
博
士
論
文
〉、
一
九
八
六
年
）
に
よ
る
。
そ

の
中
で
三
浦
は
、
中
世
の
高
良
大
社
神
座
は
厨
子
の
形
式
を
採
る
こ
と
、

屋
根
が
入
母
屋
造
や
寄
棟
造
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
ま
た
、
佐
藤
正
彦
も
厨
子
が
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は

言
及
し
て
い
る
（
佐
藤
正
彦
「
中
世
期
に
於
け
る
高
良
神
社
本
殿
に
つ

い
て
」『
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集
』〈
北
陸
〉、
一
九
八
三

年
）。

（
広
島
大
学
現
代
イ
ン
ド
研
究
セ
ン
タ
ー
）

が
示
す
の
は
判
然
と
し
な
い
。

　
（
39
）　

小
泉
和
子
『
家
具
と
室
内
意
匠
の
文
化
史
』（
註
24
）
に
よ
る
。

　
（
40
）　
「
賀
茂
社
注
進
状
」（
註
27
参
照
）
に
は
、「
御
濱
床
四
脚
〔
薄
蒔
平
文
〕」

と
あ
り
、「
御
床
廻
寸
法
書
」（
註
28
参
照
）
に
は
、「
御
床
長
さ
壹
丈

壹
寸
、
よ
こ
八
尺
八
分
、
高
さ
壹
尺
三
寸
二
分
」
と
あ
る
。

　
（
41
）　
「
賀
茂
社
注
進
状
」（
註
27
参
照
）
に
は
、「
御
座
、繧
繝
四
帖
、（
中
略
）、

二
帖
長
各
七
尺
五
寸
、
弘
各
三
尺
五
寸
、
二
帖
長
各
五
枚マ

マ

二
寸
、
弘
各

三
尺
八
寸
」（
御
帳
台
二
基
分
）
と
あ
る
。『
満
佐
須
計
装
束
抄
』（
註

29
）
に
お
い
て
は
、「
う
げ
ん
二
帖
を
北
南
に
し
く
、（
中
略
）。
こ
の
た
ゝ

み
を
つ
ち
し
き
と
い
ふ
」
と
あ
り
、『
類
聚
雑
要
抄
』（
註
30
）
に
お
い

て
は
、「
地
敷
繧
繝
二
帖
。
各
長
八
尺
三
寸
、
弘
四
尺
一
寸
四
分
」
と

あ
る
。

　
（
42
）　
「
賀
茂
社
注
進
状
」（
註
27
参
照
）
に
よ
る
と
、
賀
茂
御
祖
神
社
本
殿

の
御
帳
台
で
は
格
間
に
白
張
り
の
絹
を
張
っ
た
上
に
、
板
を
葺
く
。

　
（
43
）　

但
し
、紙
で
あ
る
た
め
別
に
注
進
さ
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

　
（
44
）　

小
泉
和
子
『
家
具
と
室
内
意
匠
の
文
化
史
』（
註
24
）
及
び
同
「
絵

巻
物
に
み
る
中
世
住
宅
の
寝
場
所
」（
註
24
）
に
詳
し
い
。

　
（
45
）　

註
44
参
照
。

　
（
46
）　

小
泉
和
子
「
家
具
と
道
具
」（
註
24
）
に
お
い
て
、
平
安
時
代
後
期

頃
か
ら
変
化
す
る
形
式
と
さ
れ
て
い
る
。

　
（
47
）　

註
24
参
照
。

　
（
48
）　

承
久
度
鷹
尾
神
社
本
殿
と
中
世
高
良
大
社
本
殿
の
共
通
点
と
し
て

は
、
総
柱
と
す
る
こ
と
、
内
々
陣
の
中
央
三
間
は
相
互
の
間
に
仕
切
り

が
な
く
一
室
と
す
る
こ
と
、
庇
は
円
柱
と
し
建
具
等
で
囲
い
、
身
舎
庇

境
の
桁
上
に
垂
木
を
掛
け
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
、
註
1

論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
（
49
）　
『
高
良
玉
垂
宮
神
秘
書
』（『
高
良
玉
垂
宮
神
秘
書
同
紙
背
』高
良
大
社
、

一
九
七
二
年
、
所
収
）。
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
か
ら
正
保
三
年


